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ねやがわし

農業委員会だより

第　7　4　号
－　発　　行　一

寝屋川市農業垂鼻会
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遊休農地を解消し農地の有効利用をしよ　う
rねやがわし農業委員会だより」は再生紙を使用しています。
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丁二二二二二＝＝▼－

平成26年度農地パトロール結果集計表

市街化 区域 �市街化 調整区域 �合　計 

無断転用 �件（筆）数 �1（1） �0（0） �1（1） 

面積（ポ） �1，456のうち 1．000 �0 �1，456のうち 1，000 

遊休農地 �件（筆）数 �1（3） �0（0） �1（3） 

昨年の農業講演会の様子

農等矧ヨ桑巧ご霊肉
平成27年3月7日（土）午後10時～11時00分

場所：寝屋川市立総合センター4階第2研修室
定員　80名　当日先着順　参加無料

「モクモクの挑戦」と遷して、木村　修さん（伊賀の里モクモク手づくりファーム会長）から、

ユニークな経営手法やその情熱を学び取り、“未来・ロマンと夢のある農業”について一緒に考

えましょう。

－2－

平
成
2
6
年
度
　
農
地
パ
ト
ロ
、
－
ル
を
実
施

固
定
資
産
概
評
や
都
市
計
画
圭
と
も
連
携
強
化

農
業
垂
鼻
会
で
は
、
今
年
7
月
の
農
業
垂
員
改
選
薩
、
初
の
市
内
農
地
の

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
1
0
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
判
明
し
た
無
断
転
用
や
遊
休
農
地
等
に
つ
い

て
は
、
地
区
担
当
垂
鼻
の
口
頭
に
よ
る
指
導
の
他
、
文
雷
指
導
や
呼
び
出
し

て
の
聴
聞
・
相
談
を
実
施
、
具
体
的
な
改
善
方
法
に
向
け
て
助
言
を
行
っ
た
。

今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
従
来

ど
お
り
市
内
を
旧
村
単
位
の
5
ブ
ロ
ッ
ク

に
区
分
し
、
そ
の
区
域
内
の
農
業
委
員
2

～
4
名
体
制
で
班
を
編
成
。

1
0
月
2
0
日
の
西
地
区
を
手
始
め
に
、
川

月
2
4
日
に
水
本
地
区
、
1
0
月
2
9
日
に
南
地

区
、
日
月
7
日
に
束
地
区
、
2
1
日
に
北
地

区
と
巡
回
し
ま
し
た
。

今
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
市
内

農
地
の
内
、
特
に
市
街
地
に
あ
っ
て
緑
地

機
能
な
ど
多
面
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る

市
街
化
区
域
内
の
　
「
生
産
緑
地
地
区
指
定

農
地
」
と
大
阪
府
農
空
間
保
全
地
域
を
含

む
　
「
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
」
　
や
過
去

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
判
明
し
た
無
断
転

用
等
の
あ
っ
た
農
地
を
重
点
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

◆
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
主
な
実
施
内
容

①
遊
休
農
地
お
よ
び
遊
休
農
地
の
お
そ
れ

の
あ
る
農
地
の
把
捉

②
農
地
法
の
許
可
（
届
出
）
案
件
の
履
行

状
況
の
確
認

③
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見

④
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
の
利
用
状
況

の
確
認

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
判
明
し
た
無
断
転

用
や
遊
休
農
地
等
に
つ
い
て
は
、
地
区
担

当
委
員
か
ら
の
口
頭
指
導
や
文
吉
に
よ
る

是
正
指
導
の
ほ
か
、
改
善
さ
れ
な
い
農
地

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
を
呼
び
出
し
聴
聞

い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
是
正
指
導
に
応
じ
な
い
場
合
は
、

固
定
資
産
税
課
や
都
市
計
画
部
局
、
大
阪

府
な
ど
関
係
機
関
と
連
絡
を
図
り
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。
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新たに見つかった維持管理が不通切
な農地

改善後の農業用通路

ー3－

い
ず
れ
も
良
好
に
耕
作

～
水
本
地
区
～
（
田
伏
委
員
・
川
口
（
増
）
委
員
・
山
口
委
員
）

改
善
内
容
の
確
認
と
新
た
な
指
導
に
向
け
て

～
西
（
九
個
荘
）
地
区
～
（
北
川
副
会
長
・
幸
寺
垂
早
酉
奥
垂
早
西
田
委
員
）

1
0
月
2
4
日
、
た
ち
川
沿
い
に
点
在
す
る

生
産
緑
地
の
地
区
指
定
農
地
を
す
べ
て
確

認
し
、
そ
の
後
、
打
上
地
区
を
東
端
の
石

宝
殿
古
墳
付
近
ま
で
巡
回
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
良
好
に
耕
作
さ
れ
て
お
り
、
古
墳

付
近
の
生
駒
山
地
か
ら
派
生
す
る
丘
陵
地

で
は
南
斜
面
に
竹
畑
が
広
が
っ
て
お
り
ま

し
た
。
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
お
り
維
持

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

農
業
用
通
路
の
問
題
を
解
決

～
南
（
寝
屋
川
）
地
区
～
（
林
会
長
・
田
中
委
員
長
・
松
尾
委
員
）

1
0
月
2
0
日
、
昨
年
度
に
無
断
転
用
が
認

め
ら
れ
た
指
導
対
象
の
農
地
に
つ
い
て
改

善
内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
砂
利
等

で
覆
わ
れ
て
い
た
農
作
業
用
の
通
路
は
復

元
さ
れ
て
お
り
、
居
宅
の
庭
敷
地
と
判
別

で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
植
木
・
雑
草

等
の
撤
去
に
よ
り
農
地
と
判
断
で
き
る
ま

で
に
回
復
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
点
野
・

仁
和
寺
地
区
を
巡
回
し
た
と
こ
ろ
、
植
木

類
が
成
木
化
し
て
い
る
維
持
管
理
が
不
適

切
な
農
地
を
新
た
に
発
見
。
後
日
、
地
区

担
当
委
員
に
よ
る
口
頭
指
導
や
文
書
指
導

を
行
う
な
ど
改
善
に
向
け
た
内
容
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
農
業

者
と
と
も
に
確
認

し
ま
し
た
。

1
0
月
2
9
日
、
河
北
～
木
田
～
宝
島
地
区

を
巡
回
し
ま
し
た
。
事
前
に
河
北
地
区
の

農
業
者
か
ら
農
耕
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
た
め
内
容
を
確
認
。
農
道
進
入
口

に
不
法
投
棄
を
予
防
す
る
た
め
に
張
ら
れ

た
バ
リ
ケ
ー
ド
が
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
進
入

の
際
、
支
障
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
案
件
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
後
、
現

場
に
直
行
。
農
業
者
か
ら
妨
げ
と
な
る
バ

リ
ケ
ー
ド
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
説
明
を
受

け
た
後
、
再
度
、
対
応
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

林
会
長
、
田
中
委
員
長
の
指
導
に
よ
り
設

置
業
者
（
土
地
管
理
者
）
　
と
市
道
路
管
理

担
当
に
内
容
を
協
議
。
後
日
、
両
者
の
理
解
・

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
早
期
に
解
決
が

図
れ
ま
し
た
。

農
地
改
善
計
画
に
基
づ
く
現
場
確
認

～
北
（
友
呂
岐
）
地
区
～
（
田
中
相
談
役
、
川
口
（
和
）
委
員
、
白
井
委
員
）

日
月
2
1
日
、
石
津
～
木
屋
～
美
井
地
区

を
巡
回
し
ま
し
た
。
石
津
地
区
に
お
い
て

は
、
農
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
農
地
改
善

計
画
に
基
づ
く
作
業
中
の
現
場
を
確
認
し

ま
し
た
。
植
木
類
の
移
動
や
石
材
の
撤
去

な
ど
も
計
画
通
り
に
進
ん
で
お
り
、
当

日
、
作
業
中
の
農
業
者
と
意
見
を
交
わ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
調
整
区
域

が
広
が
る
木
屋
地
区
に
移
動
。
こ
こ
で
は
、

1
2
月
総
会
の
案
件
と
な
る
特
定
農
地
貸
付

け
に
よ
る
市
民
農
閲
開
設
予
定
地
を
調
査

し
ま
し
た
。
井
戸
の
掘
削
状
況
や
駐
輪
ス

ベ
ー
ス
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
農
地
法
3

条
の
特
例
に
関
す
る
諸
条
件
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
も

固
定
資
産
税
課

と
都
市
計
画
室

と
連
携
を
図

り
、
継
続
し
て

無
断
転
用
の
是

正
に
向
け
た
監

視
活
動
を
行
っ

て

ま

い

り

ま

す。
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改善後の農地

寝屋川市農地の賃借料情報（10aあたり）

農地法第52条の規定に基づき賃貸借された実

勢の賃借料を集計（平成25年1月から12月ま

での締結）しましたので情報提供します。賃借料

を決定する際の参考として御活用ください。

なお，この「賃借料情報」は，実勢の集計値で

あり，拘束力はありませんので、実際の契約の際

には、貸し手と借り手の両者でよく協議したうえ

で締結してください。

■賃借（旧小作）関係にある農地について
（D貸借（旧小作）関係にある農地を合意解約する場合は、

解約した日の翌日から起算して30日以内に農業垂員

会へ通知を願います。

②貸借人（旧小作人）が死亡等の理由により変更になっ
た場合は、農業委員会への届出を忘れずに行ってくだ

さい。（相続が重なると手続きが煩雑になります。）

消費者のみなさんとれんこん固執こて交流の様子

農
作
業
用
倉
庫
に
つ
い
て
も
確
認

～
兼
（
豊
野
）
地
区
～
（
近
藤
委
員
長
・
奥
野
委
員
・
廣
岡
委
員
）

都
市
舅
ヨ
苛
苛
等
ヨ

消
費
者
と
交
流
（
門
真
市
）

日
月
7
日
、
大
阪
府
農
業
会
議
の
職
員

と
と
も
に
国
松
～
宇
谷
～
太
秦
桜
ケ
丘
～

明
徳
地
区
を
巡
回
し
ま
し
た
。
太
秦
桜
ケ

丘
地
区
に
お
い
て
は
、
農
作
業
用
倉
庫
の

保
管
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

他
一
部
の
農
地
に
雑
草
繁
茂
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
付
近
に
住
宅
地
は
な
い
も
の

の
、
周
辺
農
地
に
形
轡
が
認
め
ら
れ
る
た

め
、
文
書
通
知
に
よ
る
呼
び
出
し
。
農
業

者
の
代
理
人
に
は
　
「
過
去
1
年
以
上
作
物

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
耕

作
に
向
け
て
草
刈
り
や
常
に
耕
作
し
得
る

状
態
に
も
保
た
れ
て
な
い
こ
と
。
」
及
び
「
周

辺
農
地
と
比
べ
て
も
著
し
く
農
地
の
利
用

が
劣
っ
て
い
る
こ
と
。
」
な
ど
を
説
明
の
う

え
、
早
急
に
草
刈
り
等
の
維
持
管
理
を
お

こ
な
う
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

去
る
1
0
月
2
7
日
（
月
）
　
に
、
北
河
内
地

区
農
業
委
員
会
連
合
会
と
大
阪
府
農
業
会

議
の
共
催
に
よ
る
第
3
4
回
北
河
内
地
区
都

市
農
業
啓
発
事
業
が
門
真
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
門
真
市
内
に
あ
る
　
「
門
宍
市

民
プ
ラ
ザ
」
　
に
お
い
て
、
中
西
正
憲
氏
を

講
師
に
迎
え
、
「
門
真
れ
ん
こ
ん
に
つ
い

て
」
と
適
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

中
西
氏
か
ら
は
、
河
内
れ
ん
こ
ん
の
歴

史
や
栽
培
・
収
穫
、
調
理
方
法
等
に
つ
い

て
話
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
徒
歩
に

て
北
島
地
区
の
田
場
に
移
動
し
、
れ
ん
こ

ん
掘
り
の
収
穫
を
見
学
し
た
。

本
市
か
ら
は
消
費
者
を
代
表
し
、
市
消

費
者
協
会
か
ら
5
名
と
農
業
委
員
会
か
ら

林
会
長
を
は
じ
め
4
名
が
参
加
。
北
河
内

全
体
で
約
一
〇
〇
名
の
参
加
と
な
り
、
都

市
農
業
へ
の
理
解
や
重
要
性
を
知
っ
て
も

ら
う
場
と
な
り
ま
し
た
。
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市内で捕狂されたアライグマ

アうイヴマ捕獲檻の貸出
野生化したアライグマの農作物被害を未然に防止するため、
捕獲檻の貸出しを行っています。

申　　請：市内農地に設鷹を希望される農業者（市外農地は不可）
設覆期間：原則1週間
申込方法：産業振興室（農政担当）悪口にて受付・貸出し。

貸出中、檻の維持管理については農業者自身でお願いします。

※捕獲後、至急、市窓口に連絡し搬送願います。
※捕獲檻は3台を申込順により貸出しを行っておりますのでご了承ください。

－5－

㌧
一
⊥
一
ご
．
㍉
∴
t
．
．

平
治
完
璧
誓
言

平
成
2
6
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、
去
る
日
月
6
日
に
市
立

総
合
セ
ン
タ
1
（
池
田
酉
町
）
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
の
5
9
点
を
上
回
る

7
8
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
1
2
名
の
作
品
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
農
家
の
皆
様
方
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ます。寝
屋
川
市
長
貴
［
だ
い
こ
ん
］

家
原
　
侍
三
（
寝
屋
一
丁
目
）

寝
屋
川
市
農
業
委
異
各
会
長
賓
［
玄
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
二

村
橋
　
幸
男
（
美
井
町
）

或
大
阪
府
知
事
糞

［
は
く
さ
い
一

羽
根
田
　
康
弘
（
高
倉
一
丁
目
）

℡
寝
屋
川
市
議
会
議
長
覚

［
れ
ん
こ
ん
］

土
井
　
友
量
（
高
倉
一
丁
目
）

唸
北
河
内
農
業
協
同
組
合
組
合
長
強

［
ぇ
び
イ
モ
］

溝
口
　
　
透
（
太
秦
元
町
）

愈
九
個
荘
農
業
協
同
組
合
組
合
長
覚

［
里
い
も
］北

川
　
　
豊
（
仁
和
専
本
町
2
丁
皇

℡
寝
屋
川
帝
展
政
推
進
協
議
会

会
長
費

［
だ
い
こ
ん
］

中
井
　
正
男
（
寝
崖
一
丁
日
）

℡
大
阪
府
北
串
農
業
共
済
組
合
組
A
長
糞

［
玄
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
］

奥
川
　
広
司
（
太
秦
元
町
）

℡
北
河
内
地
区
農
業
蚤
具
合
連
合
会

会
長
覚

［
パ
プ
リ
カ
］

小
野
　
信
次
（
本
屋
町
）

℡
北
河
内
地
区
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

連
絡
協
談
合
会
長
覚

［
キ
ャ
ベ
ツ
］

田
中
　
借
雄
（
本
屋
町
）

鬼
努
力
覚
　
［
長
ね
ぎ
］

羽
田
　
萬
逸
（
梅
が
丘
二
丁
旦

努
力
覚
　
［
は
く
さ
い
］

滝
本
　
拓
馬
（
上
神
田
一
丁
目
）

《敬称略》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
農
家
の
皆

様
方
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
3
3
回
寝
屋
川
市
農
業
ま
つ
り
が
、

日
月
1
6
日
（
日
）
　
に
打
上
川
治
水
緑
地

で
エ
コ
・
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
例
年
と
は
異
な
り
非
常
に

暖
か
で
汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
　
二
万
五
千

人
）
　
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
米
消
費
拡
大

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
米
粉
パ
ン
（
小
倉
あ

ん
・
さ
つ
ま
い
も
・
ク
リ
ー
ム
）
や
ボ
ン

菓
子
、
お
に
ぎ
り
、
も
ち
の
即
売
の
ほ

か
、
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る

か
や
く
ご
飯
、
豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
（
餅
入

り
）
、
福
神
漬
（
地
場
産
大
根
）
、
味
噌
等

の
加
工
品
や
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
（
南
ね
や

が
わ
・
と
も
ろ
ぎ
・
豊
野
・
揖
屋
・
九

個
荘
）
に
よ
る
地
場
産
野
菜
の
販
売
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
J
A
北
河
内
の
米
の
す
く
い

取
り
や
1
A
九
個
荘
の
た
ま
ご
・
果
物

販
売
、
北
部
共
済
の
模
擬
店
に
も
行
列

が
出
来
る
程
の
大
盛
況
で
し
た
。

午
前
1
0
時
か
ら
は
、
日
月
6
日
に
開

催
さ
れ
た
　
「
農
産
物
品
評
会
」
　
の
各
入

費
者
に
対
し
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
午
後
3
時
の
閉
会
ま

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。


